
◆近刊のご案内です。よろしくご検討のほどお願いいたします。

　［4月上旬発売予定］ ※通常の委託配本はありません。返条付注文扱いにて出庫いたします。

 地理学の学術書３点

　田邉　裕　著（東京大学名誉教授）
　本体7200円 Ａ5判 402頁 ISBN 978-4-7722-5354-3

★地域の実体をどう言語化し、地理学に深化させるか

　若林芳樹　著（東京都立大学教授）
　本体6000円 Ａ5判 323頁 ISBN 978-4-7722-3204-3

★既存の行動科学だけでは描けない、空間的行動の意思決定過程を考察

　阿部和俊　編著（愛知教育大学名誉教授）
　本体11000円 A5判 666頁 ISBN 978-4-7722-6130-2

★都市地理学研究の最高水準を示す

113-0021　東京都文京区本駒込5-16-3
TEL 03-5834-2874  FAX 03-5834-2875

日本の都市地理学研究

　　日本の都市地理学研究

日本の都市地理学者45名が、各人の専門とする研究テーマについて、研究史・分析視点・分析方法を明示し、これまでの研
究成果と将来の課題を提示する。地理学の方法論を扱ったベーシックなテーマから最新のトレンドまでをカバー。

　　行動地理学研究
ISBN 978-4-7722-3204-3 本体6000円

　　地理・地誌・地理学の論理構造
ISBN 978-4-7722-5354-3 　本体7200円

 古今書院

FAX 03-5834-2875
営業部　河原行

近刊のご案内　

地域の実体＝「地理」を言語化して「地誌」を記述し、さらに理論化して「地理学」に深化させる。第１部では、地域の実体を
表す「地理」はなぜ言語化することが難しいのかを《知の構造》から明らかにする。第2部では、ヨーロッパと日本を例に、「地
理」を言語化して記述する「地誌」の試みを掲げる。第3部では、都市地理学を例に、「地誌」を理論化し科学としての「地理
学」に深化させる過程を示すとともに、科学史における日本の地理学の特質をふまえ、新たな地理学の可能性を探る。

地理・地誌・地理学の論理構造

番線印 注文数（返条付） 古今書院

ご担当者様： ISBN 978-4-7722-6130-2 本体11000円

この地域の人は，どこに買い物にでかけるのか？若者はなぜ，都会をめざして移動するのか？なぜ災害常習地に人は住み
続けるのか？…心理学や経済学など既存の行動科学だけでは描けない人間の空間的行動を、意思決定過程から説明する
ことをめざす行動地理学。米国での誕生以来の研究史と最新状況をまとめた。

行動地理学研究

古今書院 


